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みんなでおぼえよう！手話 監修  　 　矢板市社会福祉協議会

『わかる』 『わからない』
右手の手のひらで胸
をなで下ろします。

右手の指先で、肩の辺りを 2
回かき上げます。

矢板市食生活改善推進協議会　監修 「簡単のり巻き」

●作り方
① フライパンに油（分量外）を入れ、A を箸で混

ぜながら火を通し、いり卵を作る。
② ゴボウをささがきにする。鍋に B を入れ、弱火で

汁気がなくなるまでいり、鶏ゴボウそぼろを作る。
③ 温かいごはんに粉末すし酢と②を加えて混ぜ、

冷ましておく。
④ ラップの上に③の半量をのせ、10㎝× 12㎝の縦

長の大きさに広げる。

⑤ ①、縦 4 等分したキュウリの半量、さくらでん
ぶを横一直線にのせて、手前から具を押さえな
がら巻く。

⑥ ⑤のラップをはずし、のりの上に置いて巻く。
⑦ 同様に計 2 本作る。

澳原  京子さん

MemoMemo

　ラップ で あらかじめ 形 を
作っておくことで、簡単にのり
巻きを作ることができます。

●材料（2人分）
 ・ ごはん ………… 300g
 ・ 粉末すし酢 …… 7g
 ・ のり …………… 1/2 枚
 ・ キュウリ ……… 1/4 本
 ・ さくらでんぶ … 適量

【いり卵】
 ・ 卵 ……………… 1 個
 ・塩 ……………… ひとつまみ

【鶏ゴボウそぼろ】
 ・鶏ひき肉 …………… 60g
 ・ゴボウ ……………… 10g
 ・しょうゆ …………… 大さじ 1
 ・砂糖 ………………… 大さじ 1
 ・みりん ……………… 大さじ 1
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●矢板との出会いを教えてください。
　最初のご縁は、1991 年 3 月。当時勤務してい
たシャープ（株）の研修施設への出張がきっかけ
でした。その後も折に触れて矢板を訪れ、2009
年に事業所の総務部長として単身赴任することに
なりました。初めて暮らした矢板は、平地が広が
り、人柄はおおらか。土地も心も豊かで、包容力
のあるまちだと感じました。
●矢板での暮らしの中で、特に心に残っている出
来事や風景はありますか？

　単身生活の中、スーパーで社員と顔を合わせる
ことも多くありました。翌日、「昨日、部長と行
き会いましたよ」と話しているのを耳にし、「出
会った」ではなく「行き会う」という言葉に、矢
板らしい優しさを感じ、温かく受け入れられたこ
とがうれしかったのを覚えています。八方ヶ原や
長峰公園のツツジ、木幡神社の例大祭、地域での
清掃活動、冬の駅前を彩るイルミネーションなど、
心に残る風景は数えきれません。
●矢板を離れた今も、こうして応援を続けてくだ
さる理由は何でしょうか？

　在任中は、市民の皆さんをはじめ、行政や企業
の方など、多くの方に親身に支えていただきまし
た。地域の皆さんの存在が、今も矢板を応援し続
ける理由です。

●普段はどのような場面で矢板の PRをしていま
すか？

　現在は、とちぎ未来大使・やいた応援大使とし
て、知人や友人、栃木県産品を扱う飲食店などへ
の紹介を通じて矢板の魅力を伝えています。
　矢板には、りんごやお米、日本酒、地域のお菓子、
牛肉など、自信をもって勧められる逸品がたくさ
んあります。食の豊かさは矢板の大きな魅力です。
●矢板市の皆さんへ
　矢板を離れて 14 年余りが経ちました。改めて
矢板での日々を振り返ると、昨日のことのように、
楽しく温かな思い出が次々とよみがえってきます。
　在任中には、震災など大変な出来事もありまし
たが、不思議と心に残っているのは、懐かしく楽
しい記憶ばかり。それだけ矢板というまちで、か
けがえのない時間を過ごしたのだと、今改めて感
じています。
　市民の温かさ、雄大な自然、そして暮らしやす
さ。外から見ると、その価値は一層際立ちます。
ぜひこのすばらしいふるさとで、矢板の未来と共
に、皆さん一人ひとりの成長を重ねていってほし
いと願っています。

問い合わせ／秘書広報課　☎（４３）３７６４

太田  博さん

Hiroshi  Ota

N o .1 2 応 援 大 使

がんばれやいた！

奈良県在住。元シャープ（株）国内営業
本部参事。大阪府被服団地協同組合専務
理事。とちぎ未来大使。2018 年、やい
た応援大使に就任。

温かさに支えられた矢板時間


